
20-028 登録日：2021年2月22日

(　　支部) 発生日時 　2020年　1月21日　20時頃

氏名 年齢 32歳 役職 一般

直外区分 勤務経験 25日 作業経験 13日

休業日数 0日

災害類型 ④

19:00 　被災者は始業（TBM)ミーティング終了後、通常作業開始。

（保護具：　詳細は添付）

20:05 　被災者は、矯正定盤にてL形クレーンでロンジの重ね作業を行っていた。

（ロンジサイズ　10×320＋16×100　L＝19955mm　752kg）

　重ね後、微調整のため東側クランプをはずし残り2点で微調整した。

　西側端部の重ね位置を確認後クレーンを巻下げ、西側クランプを外し

センタークランプを外した後、吊具が接触しない高さまで巻上げた。

（この時、東側クランプがフランジに入り東のみ吊り上がられていた。）

　南側に横行かけた時、東側クランプが外れロンジ落下し右すねを挟まれた。

20:40 　搬送先病院にて検査開始（レントゲン）

21:35 　検査の結果打撲と診断（傷口消毒、痛み止め処方）

【災害類型】 ①墜落・転落　②転倒　③飛来・落下　④挟まれ　⑤巻き込まれ

⑥切れ・擦れ　⑦熱傷　⑧感電　⑨火災・爆発　⑩その他

注） 網掛け部の記入は任意とする。それ以外は必ず記入をお願いします。

被災者
Ａ　氏

外注

災害事例報告（不休）
登録番号

会社名

発生場所 矯正定盤

傷病名 打撲傷

災害の概要
　矯正定盤にて、L形クレーン移動時クランプがロンジに入り込

み、ロンジが落下して右足を挟んだ。

災

害

状

況

対

策

①②　全体ミーティングにて、作業の危険性について指導。

クレーン操作と玉掛け時の確認手順を指導。

クレーン玉掛作業を現場監視の強化。

原

因

①クレーン操作時、吊具の確認が出来ていない。

②クレーン操作する位置が不適切であった。

発

生

状

況

図

・

写

真


